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1. 概 要

本稿で扱う超多チャネルマイクロホンアレイは，
極めて多数のマイクロホンをアレイ状に配置し，
所望の方向の音信号抽出，音源位置推定，指向性
測定などに使用する。マイクロホン間隔が性能に
直結するため，マイクロホンを稠（ちゅう）密に，
かつ，等間隔で配置することが多い。

2. 背景と目的

補聴処理技術や自動音声認識システムの前処理
技術など，様々な音の中から所望の音を抽出する
際に用いられるのがマイクロホンアレイである。
近年は，音場収録・再現という観点から空間に存
在する音すべてを丸ごと収音することを想定し，
また，マルチチャネルオーディオインタフェース
技術の進展も相まって，100を超えるマイクロホ
ンを同時に制御するようなマイクロホンアレイも
実際に開発されるようになってきた。

3. 原理・仕様・特徴

図–1で示した遅延和アレイの原理からも分かる
とおり，収音可能な音の上限周波数はマイクロホ
ン間隔に依存するため，空間的な折り返しひずみ
がなく収音可能な上限周波数を上げるためには，
より細かい間隔でマイクロホンを設置する必要（d

を λ/2以下）がある。更に，球面調和解析に基づ
いた音場収音・再現などで，球面調和関数との親
和性の高さから広く使用される球状にマイクロホ
ンを配置したアレイの場合，単に稠（ちゅう）密
にマイクロホンを配置することに加え，3次元的
に等密度でのマイクロホン配置も重要となる。こ
のような観点から我々は，床を除く壁面全体に等
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間隔でマイクロホンを設置した実験室や，正 20面
体や電子の特性を規範として球面上に多数のマイ
クロホンを配置した球状マイクロホンアレイを構
築している。

4. 使 用 例

ここでは，東北大学電気通信研究所にあるマイ
クロホンアレイの概要を説明する。図–2は包囲型
マイクロホンアレイで，157個のマイクロホンを
床を除く 5面に 50 cm間隔で配置している。図–3

は 64 ch球状マイクロホンアレイ [1]で，アレイを
複数用いて所望の音をスポット収音するために構
築された。直径 17 cmの球面上に 64個のマイク
ロホンを配置する際に，64個の電子が個々の反発
の釣り合いにより安定する位置を求めることによ
り，マイクロホンの位置を決定している。図–4は，
SENZIアルゴリズムで使用する球状マイクロホン
アレイ [2]である。直径 17 cmの球面上に 252個
のマイクロホンが正 20面体を規範として約 2 cm

間隔で配置されている。ディジタル ECMを使用
し，3本の信号線で 252 chの信号を多重化して本
体へ送る。このアレイを使用し，複数の聴取者に
適したバイノーラル信号をディジタル信号処理に
より作り出して提示する。
このほか，BoSC マイクロホン（「没入型聴覚
ディスプレイ」参照），Eigenmike（mh acoustics

社：32 ch）など幾つかの多チャネルマイクロホン
アレイが開発されている。
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図–1 遅延和アレイの原理説明図
Sensor 1の入力音信号を d sin θ/c（cは音速）だけ遅延
させて Sensor 2の入力信号に加えることで，θ 方向の音
情報を抽出することができる。

図–2 157 ch 包囲型マイクロホンアレイ
（東北大学電気通信研究所）

図–3 64 ch 球状マイクロホンアレイ
複数アレイを連携動作させて音を点で収音する（リオン
株式会社との共同研究）。

(a) 概観図

(b) 内部構造

図–4 SENZI アルゴリズムで使用する
252 ch 球状マイクロホンアレイ


